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1 

緒言 …… 

はじめに 

 

我が国の科学技術化学の振興に関する「第５期科学総合技術基本計画において、狩猟社会

（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）、情報社会（Society4.0）に続

く、「Society5.0（超スマート社会）」の実現を目指しています。  

Society5.0 とは、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合さ

せたシステムによって、経済発展と社会課題の解決を両立する、人間中心の社会（超スマート

社会）を目指しています。 

「超スマート社会」とは、「必要なもの・サービスを、必要な人に、必要な特に、必要なだけ

提供し、社会の様々なニーズにきめ細かく対応でき、あらゆる人が質の高いサービスを受けら

れ、年齢、性別、地域、言語といった様々な違いを乗り越え、生き生きと快適に暮らす社会」

と定義されています。 

この「Society5.0」を実現するために、産業側が目指す姿として「Connected Industries 」

が 2017 年 3 月に経済産業省より発表されました。これはドイツの「Industrie 4.0」の日本版

というべきもので、「様々な 『つながり』 によって、新たな付加価値が創出される産業社会」

と定義し、従来、ともすると独立あるいは対立関係にあったモノとモノ（IoT）、人と機械・シ

ステム、人と技術、異なる産業に属する企業と企業、世代を超えた人と人、製造者と消費者な

ど、様々なものがつながることで、新たな付加価値を創出し、社会課題を解決していくような

産業のあり方を目指すものです。 

Society5.0 では、フィジカル空間のセンサからの膨大な情報がサイバー空間に集積されます。

そして、このビッグデータを人工知能（AI）が解析し、その解析結果がフィジカル空間の人間

に様々な形でフィードバックされます。つまり、これまでと比較して、膨大で良質なセンサ情

報が今後ますます要求されてきます。 

本産業動向調査委員会では「MEMS & センサ が Connected Industries をどのように加速

していくか」をテーマに、今後の MEMS & センサについて議論をしましたので、是非、ご一

読ください。 

 

平成 30 年 3 月 

 

産業動向調査委員会 

委員長 下山 勲 




